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社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
が
進

み
、
そ
れ
を
背
景
に
核
家
族
化

が
進
行
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
機
能
が
低
下
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
車
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
移
動
が
便
利
に
な
っ
て
い

る
反
面
、
歩
く
機
会
が
少
な
く

な
り
、
生
活
習
慣
病
な
ど
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、

市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
地
域
を
維
持
し
、
住
み

た
く
な
る
住
み
続
け
た
く
な
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
て

い
く
た
め
“
健
幸
の
ま
ち
づ
く

り
”
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
『
地
域
医
療
・
健
康

都
市
宣
言
』の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

健
康
づ
く
り
の
分
野
だ
け
で
な

く
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
（
※
）
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。

データで見る
私たちの健康

「地域医療・健康都市」宣言
平成 26 年 3 月 1 日制定

　住み慣れた地域で安心して暮らし、健康で豊かな生活を送ること
は、すべての市民の願いです。
　また、限りある医療を大切に想い、地域医療を守り育てることは、
地域にとって大変重要です。
　ここに、私たち小林市民は、地域一体となった協働によって、地
域医療を守り育て、健康長寿をめざす「地域医療・健康都市　小林
市」を宣言します。

一　かかりつけ医を持ち、健（検）診を受け、疾病の予防に努めます。
一　時間内の受診を心がけるなど、限りある医療を大切にします。
一　健康意識を高め、運動を始めとする生活習慣の向上を図るなど、
　　できることから健康づくりに努めます。
一　上手に休養をとり、人とのつながりを大切に、いきいきと生活
　　します。
一　食に感謝し、バランスの良い食生活を心がけます。
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健康寿命と平均寿命（平成 27 年）
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出典：「健康寿命の算定方法の指針」「健康寿命の算定プログラム」
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出典：「介護保険事業状況報告」「第７期介護保険事業計画実績」

死因内訳（平成 29 年）

がん
25.8%

心臓病
14.9%

その他
28.7%

脳血管疾患 8.4%
肝疾患 1.4%糖尿病 1.9%

肺炎 9.2%
老衰 5.8%
自殺 3.3%

交通事故
0.6%

生
活
習
慣
病
に

　
　

関
わ
る
死
因
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健 幸 な 社 会 を 目 指 し て
人
・
地
域
が
元
気
に
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

市
の
人
口
は
、
２
０
４
０
年

に
は
約
３
万
４
千
人
ま
で
減
少

す
る
見
通
し
で
す
。
高
齢
化
率

は
42
・
２
㌫
に
上
昇
し
、
高
齢

者
１
人
を
若
い
世
代
１
人
で
支

え
る
社
会
が
来
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

男
女
と
も
に
平
均
寿
命
や
健

康
寿
命
は
年
々
長
く
な
っ
て
お

り
、
健
康
で
な
い
期
間
は
男
性

よ
り
女
性
が
少
し
長
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
表
２
）

　

介
護
認
定
率
は
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
要
介
護

認
定
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、

介
護
給
付
費
も
５
年
間
で
約

６
億
７
千
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
の
国
民
健
康
保

険
の
総
医
療
費
は
人
口
減
少
に

伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
１

人
当
た
り
の
医
療
費
は
約
40
万

円
と
、
５
年
間
で
約
４
万
円
増

加
し
て
い
ま
す
。（
表
３
）

　

本
市
の
死
因
内
訳
は
、が
ん
、

心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
、

生
活
習
慣
病
に
関
わ
る
死
因
が

約
52
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。（
表

４
）

　

40
～
69
歳
の
男
性
の
２
人
に

１
人
、
女
性
の
４
～
５
人
に
１

人
は
肥
満
（
※
１
）
で
、
小
・

中
学
生
な
ど
子
ど
も
の
肥
満
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
※
２
）

や
予
備
群
の
人
の
割
合
も
、国
・

県
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
市
町
村
と

比
較
し
て
野
菜
摂
取
量
が
少
な

い
状
況
で
す
。（
※
３
）

※
１　

出
典
：
国
保
特
定
健
診

結
果

※
２　

腹
囲
が
基
準
値
以
上
あ

り
、
か
つ
、
高
血
糖
や
脂
質
異

常
、
高
血
圧
の
う
ち
２
つ
以
上

の
追
加
リ
ス
ク
を
有
す
る
人

※
３　

出
典
：
平
成
28
年
宮
崎

県
民
健
康
・
栄
養
調
査

人
口
は
減
少
し
高
齢
化
率
は
上
昇

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

要
介
護
認
定
者
数
が
増
加
し

介
護
給
付
費
も
増
加

死
因
の
半
分
は
生
活
習
慣
病

高
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
・
少
な
い
野
菜
摂
取
量

※スマートウエルネスシ
ティとは・・・
　健幸（ウエルネス）を
まちづくりの中核に位置
付け、そこに暮らすこと
で住民が健康で元気に幸
せに暮らせるまち。
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健
幸
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
核

に
お
い
た
市
民
総
ぐ
る
み
で
の

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
１

月
19
日
（
日
曜
）
に
『
こ
ば
や

し
健
幸
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
』

を
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
健
康
講
演
会
の
ほ

か
、
肺
が
ん
検
診
や
骨
密
度
検

査
、
認
知
症
テ
ス
ト
、
血
管
年

齢
測
定
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

な
ど
を
実
施
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

２
人
の
講
師
に
よ
る
健
康
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

『
こ
ば
や
し
健
幸
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
０
』
を
開
催

１2

45

6

健康講演会
ウオーキング教室
肺がん検診
認知症テスト
血管年齢測定
骨密度検査
健康相談

１
２
３
４
５
６
７

７

3

　

家
族
と
過
ご
し
、
仕
事
に
行

き
、
友
人
と
遊
び
、
趣
味
を
楽
し

む
日
常
生
活
。
そ
ん
な
当
た
り
前

の
日
々
は
、
健
康
だ
か
ら
こ
そ
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
や
自

分
自
身
が
病
気
に
な
っ
て
、
初
め

て
健
康
の
大
切
さ
に
気
付
く
も
の

で
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
倒
れ
て
し
ま

っ
た
ら
、
誰
が
大
好
き
な
家
族
の

生
活
を
守
り
、
大
切
な
人
と
の
約

束
を
果
た
す
の
で
し
ょ
う
か
。
あ

な
た
が
元
気
で
い
れ
ば
、
あ
な
た

を
必
要
と
し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん

の
人
を
救
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

素
敵
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
健
康
」
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
「
幸
せ
」
の
最
も
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
愛
す
る
人
た
ち

を
守
り
、
何
気
な
い
普
段
の
生
活

を
送
る
と
い
う
「
幸
せ
」
を
つ
か

む
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

若
い
あ
な
た
も
、
子
ど
も
た
ち

も
、
今
か
ら
考
え
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
中
高
年
の
あ
な
た
も
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
改

め
て
考
え
て
ほ
し
い
。

　

な
ぜ
健
康
づ
く
り
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
に
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
を
。

　

私
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
い
つ

ま
で
も
健
幸
で
輝
け
る
ま
ち
「
健

幸
都
市　

小
林
市
」を
目
指
し
て
。

　

健
康
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
食

事
や
運
動
な
ど
良
い
生
活
習
慣
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

悪
い
生
活
習
慣
が
続
く
と
、
健
康

に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
健

康
に
関
心
を
持
ち
、
生
活
習
慣
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
本
で
は
ガ
ン
で
亡
く
な
る
人

が
今
一
番
多
く
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
も
私
た
ち
の
寿
命
に
大
き
く

関
係
す
る
病
気
で
す
。

　

ガ
ン
は
細
胞
の
遺
伝
子
が
傷
つ

い
て
、
異
常
な
細
胞
が
生
ま
れ
て

ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
う
も
の
で

す
。罹り
か
ん患
率
は
男
性
の
方
が
高
く
、

飲
酒
や
喫
煙
と
い
っ
た
生
活
習
慣

が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
は
血
管
が

硬
く
な
り
、
傷
つ
く
こ
と
で
発
症

し
て
し
ま
い
ま
す
。
料
理
や
掃
除

と
い
っ
た
家
事
で
も
運
動
に
な
る

の
で
、
日
常
生
活
の
中
で
身
体
を

動
か
す
こ
と
を
心
が
け
、
血
管
を

若
く
し
な
や
か
に
保
つ
こ
と
が
健

康
の
秘
訣
で
す
。

　

骨
折
、
転
倒
、
関
節
疾
患
で
介

護
が
必
要
と
な
る
人
は
女
性
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
運
動
器
の
障
害

に
よ
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
を
避
け
る
た
め
に
も
、
適
切

な
食
事
と
運
動
が
大
切
で
す

　

ま
た
、
介
護
が
必
要
と
な
る
最

大
の
原
因
は
認
知
症
で
す
。
生
活

習
慣
病
が
認
知
症
の
リ
ス
ク
と
な

る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
を
予

防
す
る
た
め
に
も
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
運
動
が

大
切
で
す
。
高
齢
者
は
、
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
を
予
防
し
筋
肉
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
タ
ン
パ
ク
源

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
１
日
75
㌘

を
目
標
に
魚
か
肉
、
牛
乳
や
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
食
事
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
し
っ
か
り
し
た
体
が
作
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、運
動
や
就
労
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
心
も
体
も
健
康

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
栄
養
」「
身
体
活
動
」「
社
会

参
加
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
生
活

が
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ
う
の
健
康
」
キ
ャ
ス
タ
ー
が
伝
授
！

～
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
る
食
事
と
運
動
と
は
？
～

久
ひ さ だ

田 直
な お こ

子
●プロフィール
　福島テレビアナウンサーからフ
リーに転身、民放キー局などで報道、
情報番組の司会やリポートを担当。
平成 11 年からは NHK「きょうの
健康」の司会を 15 年間務めた。

さん

　

１
０
０
歳
ま
で
健
康
で
い
る
た

め
、
次
の
世
代
が
困
ら
な
い
よ
う

な
社
会
に
す
る
た
め
に
、
健
康
問

題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
が

大
切
で
す
。

　

世
界
保
健
機
関
の
調
査
結
果
で

は
、
死
亡
に
い
た
る
要
因
の
１
位

は
高
血
圧
、
２
位
は
た
ば
こ
、
３

位
は
高
血
糖
、
糖
尿
病
、
４
位
は

運
動
不
足
、
５
位
は
肥
満
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
位
の
た
ば
こ
以
外
は
、
運
動

不
足
を
解
消
す
る
こ
と
で
、
死
亡

リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
代
で
は
、
食
事
と
運
動
を

ど
ち
ら
も
う
ま
く
や
ら
な
い
と
、

健
康
に
生
き
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
す
。

　

ま
た
、
専
門
家
の
中
で
認
知
症

は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
運
動
不
足
が
認

知
症
に
な
り
や
す
い
要
因
だ
と
わ

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

運
動
不
足
の
一
番
簡
単
な
解
消

法
は
歩
く
こ
と
で
す
。
歩
く
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
水
中
運
動
な
ど
の
有

酸
素
運
動
を
す
る
と
、
脂
肪
が
燃

焼
し
、
動
脈
が
柔
ら
か
く
な
り
ま

す
。

　

実
は
、
１
回
に
30
分
歩
く
こ
と

と
、
朝
、
昼
、
夕
に
10
分
間
ず
つ

３
回
歩
く
こ
と
の
効
果
は
同
じ
で

す
。
つ
ま
り
、
歩
く
効
果
は
足
し

算
で
得
ら
れ
ま
す
。

　

筋
肉
は
加
齢
に
よ
っ
て
40
歳
代

か
ら
、
年
１
㌫
ず
つ
減
り
ま
す
。

筋
肉
が
減
る
と
移
動
能
力
が
損
な

わ
れ
、
転
倒
・
骨
折
し
や
す
く
な

り
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

１
０
０
歳
ま
で
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
大
切
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
椅
子

か
ら
立
っ
て
座
る
、
こ
の
ス
ク
ワ

ッ
ト
運
動
が
手
軽
で
効
果
的
で

す
。

　

最
後
に
大
切
な
こ
と
は
、
社
会

と
関
わ
り
続
け
る
こ
と
。
働
く
こ

と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
よ
い

の
で
、
何
ら
か
の
形
で
外
へ
出
て

く
だ
さ
い
。

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
歩
い

て
し
ま
う
ま
ち
、楽
し
め
る
ま
ち
、

外
へ
出
た
く
な
る
ま
ち
が
ス
マ
ー

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
で
す
。
皆

さ
ん
で
小
林
市
を
健
幸
な
ま
ち
に

し
て
く
だ
さ
い
。

久
く の

野 譜
し ん や

也
●プロフィール
　筑波大学大学院人間総合科学研究
科 教授。科学的根拠に基づいた高
齢化社会に対する健康政策の構築を
目指し、「スマートウエルネスシティ
首長研究会」を立ち上げる。

さん

健
康
講
演
会　

第
２
部　

１
０
０
歳
ま
で
健
康
で
暮
ら
せ
る
健
幸
な
ま
ち
づ
く
り

健
康
講
演
会　

第
１
部

健
康
は
日
々
の
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね

細
胞
が
傷
つ
く
ガ
ン

血
管
が
傷
つ
く
心
筋
梗
塞

運
動
器
障
害
や
認
知
症
に

よ
る
要
介
護
を
防
ぐ

栄
養
・
身
体
活
動
・
社
会
参
加

の
３
要
素
で
健
康
寿
命
の
延
伸

運
動
不
足
こ
そ
が

健
康
寿
命
の
障
害

１
日
数
回
の
短
時
間
運
動
で

も
効
果
は
「
足
し
算
」

「
歩
く 

＋ 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
で
筋
力
維
持

と
に
か
く
外
に
出
る

歩
く
こ
と
で
ま
ち
が
賑
わ
う

健
幸

一
人
ひ
と
り
が

　
　
　
　
い
つ
ま
で
も

で
輝
け
る

ま
ち
を
目
指
し
て
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市
が
行
っ
た
「
健
幸
の
ま
ち

づ
く
り
市
民
意
識
調
査
」
で
は

健
康
状
態
が
『
よ
い
』
と
答
え

た
人
の
約
６
割
が
「
毎
日
積
極

的
に
歩
い
て
い
る
」ま
た
は「
毎

日
で
は
な
い
が
な
る
べ
く
歩
く

よ
う
に
し
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
日
頃
の
歩
数
プ
ラ

ス
１
千
歩
を
目
指
し
て
、
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

歩
い
て
健
幸
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）

知
っ
て
健
幸
（
健
康
診
断
・
検
診
）

健康寿命を延ばすために
私たちができること

　

日
本
人
の
死
因
は
、「
が
ん
」、

「
心
疾
患
」、「
肺
炎
」、「
脳
血

管
疾
患
」。
こ
の
う
ち
、
肺
炎

以
外
が
生
活
習
慣
に
起
因
し
た

生
活
習
慣
病
で
、
5
割
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
進
行
し

て
い
て
も
自
覚
症
状
が
な
く
、

早
期
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
異
変
を
感
じ
た
と
き
に

は
症
状
が
進
行
し
て
い
た
と
い

う
状
態
に
な
ら
い
よ
う
、
定
期

的
に
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
る
健
康
診
断

で
す
。
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
が
対
象

で
、
腹
囲
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
、

血
糖
値
な
ど
の
血
液
検
査
、
な

ど
の
項
目
を
検
査
し
ま
す
。

　

市
の
特
定
健
診
の
受
診
率

は
、
積
極
的
な
啓
発
の
成
果
も

あ
り
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
国
の
定
め
る
目
標
値

に
は
ま
だ
到
達
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
企
業
の
従
業
員
な
ど

は
職
場
検
診
が
あ
り
、
病
院
や

健
診
セ
ン
タ
ー
で
任
意
に
受
診

で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
は

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
何
よ
り
、
自
分
や
家
族

の
た
め
に
も
、
年
齢
の
早
い
時

期
か
ら
体
と
向
き
合
い
、
自
分

の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
事

ま
ず
は
目
指
そ
う

プ
ラ
ス
１
千
歩

参考：（一社）日本ウオーキング協会 発行「健康で楽しく生きるためのウォーキング」

運動効果を高める歩き方

ひじを曲げて
コンパクトに振る

足のひざ頭・
親指・小指の３点
を二等辺三角形に
なるよう意識する

目線は少し先を見て

肩の力を抜いて

ひざとつま先が正面
を向くように着地

お腹の下あたり
丹田にほどよい
緊張感をもって

腕を左右バランス
よく降る

日常の美しい歩き方

目的にあった歩き方を知るCheck‼

特定健診受診率の推移（国保）
25 年度

27 年度

29 年度

25.6 ㌫

41.9 ㌫

34.6 ㌫

目標値 60.0 ㌫

※受診率（㌫）＝受診者数／対象者数

Check‼


